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（いずれもＷＴＯ資料）を占める。しかし、大半の国では原料・部品を輸入して、もっぱら加工工程だけの産業であるため、雇用効果 あ ても周辺産業など他の部門への波及効果は小さい。また、二〇〇五年に多国間繊維協定 （ＭＡＦ） 撤廃によって、輸入割当制（クオータ）に依存できなくなった途上国のアパレル産業は、激しい国際競争の波にさらさ







産業の実態を分析した、 藩志仁著 『生産システムの海外移転』 （白桃書房
　二〇〇一年）は、事例研究を中心






















働者サーベイを中心に」 （ 『 ジア経済』二〇〇八年七月号）で、ＭＡＦ撤廃後のパキスタンのアパレル・繊維産業の国際競争力について、実態調査に基づいた検証を試みている。
（すがわら 　ふさこ／アジア経済研究所図書館）
レファレンスコーナーアジアのアパ ル産業
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